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中年男性におけるアルコール摂取と身体指標や食生活との関連
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目的　一般住民の検診の成績から，中年男性におけるアルコール摂取と身体指標や食習慣との関

連性を検討した。

方法　1989年に福岡県の一農村で実施した住民検診受診者，40歳から69歳の中年男性のうち，栄

養データに欠損値のなかった809人を研究対象とした。栄養調査は管理栄養士が24時間思い

出し法を用いて行い，身体測定，血圧測定，一般採血の他，受診者が記入した自記式質問表

について，医師が飲酒および喫煙習慣などの詳細な聞き取り調査を行った。飲酒習慣別の栄

養摂取量は年齢を共変量とした共分散分析を用いて行い，肥満度に及ぼす栄養，生活習慣は

変数増大法による重回帰分析を用いた。

成績　飲酒群別に冠危険因子をみると，血圧は飲酒量が増えるとともに有意に高値を示した。

HDLコレステロールは飲酒量とともに増加し，喫煙本数は飲酒量とともに増加した。しか

し，肥満度と飲酒量は有意な関連を示さなかった。食品摂取状況をみると，米の摂取は飲

酒量とともに減少し，肉，魚，大豆の摂取は飲酒量とともに増加した。また，飲酒量が多

い人ほど食塩摂取量は有意に多かった。

結論　日本人のアルコール多飲者は，米のような非アルコール性の炭水化物を控え，むしろ肉や

魚のような動物性蛋白を摂取する習慣があることが示された。アルコール多飲者はこの食習

慣に加え，タバコを吸う習慣を併せ持つ人が多かった。アルコール多量飲酒者は非飲酒者や

少量および中等量の飲酒者と比較しても肥満していないことが示唆された。
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